
、

予言一~＝

辰娃必ゞ
1

1
lI

II
l『

ｨﾘ
『

1
J

1
1
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世帯数

僅人口

3，569

7,37@

7，540

14，918

（10月31日
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一

蕊陽
光
み
な
ぎ
る
秋
空
の
も
と
に

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
歓
体
育
大
会

;鳶＝

旧ﾘ：

ー

澄
み
き
っ
た
秋
空
の
も
と
、
十
月
十
日

〃
体
育
の
日
〃
に
ち
な
み
、
金
木
町
教
育
委

員
会
が
主
催
し
た
第
二
回
金
木
町
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
交
歓
体
育
大
会
は
、
午
前
八
時
三
十

分
よ
り
芦
野
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
く
り
ひ
ろ

げ
ら
れ
ま
し
た
。

競
技
に
さ
き
だ
ち
役
員
・
選
手
が
団
旗
を

先
頭
に
入
場
行
進
を
行
な
い
、
開
式
の
こ
と

ば
に
ひ
き
つ
づ
き
国
旗
、
体
協
旗
掲
揚
、
誓

い
の
こ
と
ば
（
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
綱
領
）
の

あ
と
本
部
長
（
田
中
豊
蔵
）
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
つ
づ
い
て
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
に
対
し
て

ス
ポ
ー
ツ
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
大
会
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

（
西
堀
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）
に
つ
づ
い
て
蔵

技
は
陸
上
、
球
技
の
二
部
門
に
わ
か
れ
て
活

発
に
競
わ
れ
、
若
人
の
歓
喜
の
声
も
秋
空
高

ら
か
に
芦
野
の
原
頭
に
コ
ダ
マ
し
て
い
ま
し

た
。
、

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
受
営
者
は
つ
ぎ
の

か
た
が
た
で
し
た
。

＠
重
遍
挙
木
田
久
（
金
高
三
年
）
工

藤
浩
（
同
）
角
田
智
（
同
）
今
伊

藤
哲
徳
（
同
）

＠
陸
上
原
田
敏
之
（
南
中
三
年
）
今

美
保
子
（
同
）

＠
選
手
養
成
の
功
労

藤
本
靖
（
金
木
体
協
役
員
）

詔=窪』語二部ﾆﾆー ｰー ｰー ｰー ﾆﾆー ｰー ﾆーﾆﾆ,-ﾛ,.&D“nlWm凹一

＝＝戸R司$完｢可了再乖【z扉二一
畢
一
州

冠
、

■
邑
州

、
一
冊

一一

－

再■叩一

…、＝ ぱFM加岫伽ﾛ…皿MMI軸0帖l■H脚哩…酉

昭和48年11月号第123号（1）

峡』

|誼’
’11ⅡⅡ｜I|ⅡIⅡ11

■■
＝＝
＝＝
＝＝

鰐
』
州



'lllllllllllllllllllllllllllllilllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllⅢⅢlllllllllllllllllllllllllllllillllⅢⅢllllllllllllllllllllllllllllIIlllllllllllllllllllllllllllll

昭
和
四
十
一
年
度
か
ら
着
工
し
た
小

田
川
農
業
水
利
事
業
も
着
々
と
進
捗
し

一
部
で
は
す
で
に
そ
の
成
果
が
現
わ
れ

は
じ
め
て
い
ま
す
。

小
田
川
地
域
は
、
水
田
経
営
を
主
と

し
た
純
農
村
地
帯
で
あ
り
、
国
民
経
済

の
発
展
に
即
し
た
地
域
の
振
興
に
は
農

業
経
営
の
近
代
化
が
絶
対
的
必
要
な
条

件
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
の
早
期
完
成
を
念
願
し
て

い
る
地
域
関
係
者
が
一
日
も
早
く
そ
の

勵
小
田
川
農
業
水
利
事
業
費
の

年

大
巾
増
額
陳
情
団
上
京

９４口矛
小
田
川
土
地
改
良
事
業
促
進
協
議
会

昭

小
田
川
土
地
改
良
区

ｉ
さ
る
十
月
十
六
日
、
小
田
川
土
地
改
良
事
業
促
進
協
議
会
（
会
長
金
木
町

長
三
上
武
男
）
と
小
田
川
土
地
改
良
区
（
理
事
長
原
田
一
実
）
で
は
、
昭
和

四
十
九
年
度
の
国
営
お
よ
び
県
営
小
田
川
農
業
水
利
事
業
費
の
大
巾
塘
額
に

つ
い
て
農
林
省
を
は
じ
め
大
蔵
省
な
ど
に
陳
情
の
た
め
出
発
し
ま
し
た
。

昭
和
四
十
一
年
度
か
ら
着
工
し
た
小
恩
恵
に
浴
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和

田
川
農
業
水
利
事
業
も
着
々
と
進
捗
し
四
十
九
年
度
の
国
営
事
業
費
七
徳
五
千

《
．
、
二
・
・
・
列
“
‐
・
一
‐
『
‐
、
‐
‐
、
・
・
・
、
．
、
‐
八
‐
，
岨
参
・
・
・
問
．
ｊ
・
・
．
。
‘
‐

》
‐
隅
・
計
一
・
・
｜
・
．
玉
．
十
》
弔
覗
藍
一
芋
祁
一
・
一
・
・
・
》
《
、
ぺ
。
．
、
・
へ
－
０
・
・
、

ｑ
‐
ｂ
｜
‐営

で
、
億

、
。
．
、
』
ふ
．
．
、
．
」
‐

‐
ぜ
‐
誼
●
●
●
．
・
・
・
評
恥
一
‐
一
碑
一
】
羊
聖
》
媒
へ
芋
‐
‐
、
。
韮
‐
一
一
》
背
？
、
》
‐
マ
一
興
・
鳩

。
、
、
△

Ｌ
Ｐ
・
・
Ｌ
・
伊
守
宮
ｂ
Ｐ
ｂ
■
①
‐
・

“
■
、
宮
ワ
ロ
、
■
宮
口
‐
“

【原田理車長】【三上町長】

’本
年
五
月
に
完
成
さ
れ
た
町
立
嘉
瀬

小
学
校
（
校
長
佐
点
木
広
志
）
は
、
明

治
十
年
に
簡
易
小
学
校
と
し
て
開
校
し

同
二
十
一
年
に
新
校
舎
が
落
成
し
、
溌

瀬
小
学
校
と
改
称
さ
れ
爾
来
九
十
年
に

お
よ
ぶ
老
朽
校
舎
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
老
朽
化
し
た
危
険
性
の
あ
る
校

舎
に
耐
え
き
れ
ず
、
昭
和
四
十
六
年
九

月
、
総
工
費
一
徳
二
千
八
百
万
円
の
三

年
計
画
で
蒲
工
し
、
こ
の
五
月
に
完
成

し
ま
し
た
。

こ
の
櫛
造
内
容
壁
校
舎
（
一
階
）

|ム
鉄部
筋施
．設
ンも

ク完
リ備
1さ

トれ

造た
ニニモ

階夕ﾞ
建ン
/~、な

遵秦

霊
｝
《
《
串
《
《
《
串
《
《
《
《
《
一
一
《
《
《
一
一
《
串
蜂
《
《
毎
＄
《
《
《
《
《
《
《
晶
《
《
《
《

一
へ
へ
へ
《

二
』
』
守
』

工
事
費
一
億
二
千
八
百
万
円
で

一
へ
へ
へ
へ
へ
へ
へ
へ
へ
へ

国
私
、
、
、
、
Ｌ
、
、
、
王

ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建
（
一
部
三
階
）
Ｉ

王
《
一
一
一
《
《
《
一
一
《
《
《
坐

一
○
門
五
・
一
○
○
○
平
方
瞬
、
（
二
階
）

六
九
一
・
八
○
○
○
平
方
牌
、
（
三
階
）
六

九
一
・
八
○
○
○
平
方
届
、
体
育
館
（
一

階
）
五
六
七
・
○
○
○
○
平
方
勝
、
（
二

階
）
二
三
・
○
○
○
○
平
方
脚
の
合
計

三
○
一
八
・
七
○
○
○
平
方
勝
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
工
事
費
の
一
侭
二
千
八
百
万

円
は
、
国
嘩
補
助
金
三
千
四
百
五
十
万

円
、
起
偵
五
千
二
百
四
十
万
円
、
町
一

般
財
源
四
千
百
十
万
円
か
あ
て
ら
れ
ま

し
た
。

万
円
、
県
営
事
業
費
三
億
二
千
万
円
の

合
計
十
億
七
千
万
円
に
増
額
し
て
も
ら

う
よ
う
、
農
林
省
を
は
じ
め
大
蔵
省
お

よ
び
関
係
各
省
庁
に
陳
情
の
た
め
上
京

し
、
地
域
住
民
か
ら
も
大
き
な
期
待
が

望
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
事
業
区
分
と
し
て
は
次
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
国
営
事
樂
養
七
億
五
千
万
円

１
、
ダ
ム
余
水
吐
、
取
水
設
備
等
諸

施
設
の
完
成

２
、
蒔
田
頭
首
工
蒲
工

３
、
第
二
号
幹
線
水
路
完
成

４
、
第
一
号
幹
線
水
路
の
推
進

▽
県
営
事
業
受
三
億
二
千
万
円

１
、
金
木
機
場
完
成

２
、
花
持
頭
首
工
完
成

３
、
川
山
幹
線
水
路
完
成

４
、
ニ
ノ
沢
幹
線
水
路
完
成

エ
室
勇
窄
成
‐
応

輻
ハ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ペ
ヘ
へ
〈
へ

『
』
画
』
】
』
』
』
町
幸
』
・
』
一

十
一
月
五
日
当
町
嘉
瀬
地
区
選
出
町

議
会
議
員
全
員
が
、
こ
の
た
び
新
築
落

成
し
た
嘉
瀬
小
学
校
に
、
新
築
落
成
と

創
立
九
十
問
年
記
念
を
お
祝
い
し
、
児

童
・
生
徒
の
健
全
な
育
成
を
念
願
す
る

こ
と
か
ら
、
豪
華
な
門
柱
が
贈
ら
れ
、

町
理
事
者
は
じ
め
学
校
関
係
者
お
よ
び

地
区
学
区
民
か
ら
も
大
変
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。ま

た
、
門
柱
毛
贈
り
ま
し
た
嘉
瀬
地

区
町
議
会
議
員
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
。

▽
木
村
金
利
▽
沢
田
一
郎
▽
吉

崎
正
光
▽
沢
田
茂
▽
花
田
甚
一

▽
成
田
善
蔵
▽
伊
藤
渭
慈

ｑ
嘉
瀬
小
落
成
式

畠菌西
口一

一、一、）一〆、〉〃へ」〉

‐

門
柱
を
贈
り
祝
福

嘉
瀬
地
区
選
出
町
議
会
議
員

し
門
柱
を
園
っ
た
嘉
瀬
選
出
醸
員

ｑ
嘉
瀬
小
学
校

F｢■戸
&

『1！1も「」

p

m

dgo

「
【
●
Ｌ
）
。
、
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一
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1’ 年金受給権の発生と
支 給 開始月

蕊
掛金期間区分 共通事項

今
か
ら
で
も
加
入
で
き
ま
す

五
年
の
掛
金
で
老
後
も
楽
し
く

’
八
五
年
年
金
老
齢
年
金
Ｖ
Ｉ

再加入月

以前の期間

1．掛金

1カ月900円です

掛金5年ですが、再加入後5年

ですと相当高齢となって、うまみ
がありませんので現在5年年金に

加入している人が掛終る昭和50年
5月に終りを合わせていますので

昭和45年6月から昭和50年5月ま
での5年間です。

昭和50年6月受給権発

生、7月分から支給

(昭和50年6月に65歳に

達しない人は、65歳に

達した月の翌月から支

給開始する）

前に加入

したこと

のない人

2．納期限

昭和50年6月30日

まで

前に加入
したこと
のある人
（前に掛

金期間の
ない人は
上になり
ます）

前に掛金した期間は、再加入月

から向う2年間の掛金期間と合算
し5年以上が必要（5年に足りな

いときは、その足りない期間は、

再加入月以前の期間でおぎなうこ
とになります）

年認鰡､轆皇’
’目を過ぎた月に受給権

発生、その翌月分から

支給（2年目過ぎた月

か65歳未満のときは、
上に同じ）

ま
ち
に
ま
っ
た
国
民

年
金
法
の
改
正
案
が
九

月
十
八
日
に
成
立
し
ま

し
た
。
国
民
年
金
制
度

が
始
ま
っ
て
か
ら
十
二

年
目
で
、
本
格
的
な
年

金
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

制
度
に
発
展
し
ま
し

た
。

そ
こ
で
今
回
は
、
改

善
さ
れ
た
国
民
年
金
の

中
か
ら
五
年
年
金
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し

ょ
う
。

一
、
加
入
で
き
る
方

国
や
共
済
制
度
か
ら

恩
給
や
年
金
を
う
け
て

い
な
い
明
治
三
十
九
年

四
月
二
日
か
ら
同
四
十

四
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
で
次
の
い

ず
れ
か
に
あ
て
は
ま
る

人
は
加
入
で
き
ま
す
。

日
十
年
年
金
や
五
年
年

金
に
一
度
も
加
入
し

た
こ
と
の
な
い
人

口
十
年
年
金
の
加
入
を

途
中
で
や
め
た
人
、

ま
た
は
十
年
間
加
入

し
た
が
掛
金
未
納
の

た
め
老
齢
年
金
・
通

算
老
齢
年
金
を
う
け

一

る
権
利
の
な
い
人

日
五
年
年
金
の
加
入
を
途
中
で
や
め
た

人
二
、
申
込
み
先
お
よ
び
期
間

昭
和
四
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
同
四

十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
町
役
場
国

民
年
金
係
へ

三
、
掛
金
お
よ
び
年
金
額

掛
金
は
、
昭
和
四
十
九
年
十
二
月
分

ま
で
は
月
九
百
円
で
す
の
で
、
納
付
の

キ
ッ
プ
が
交
付
さ
れ
る
と
そ
れ
に
し
た

が
っ
て
、
町
役
場
の
指
定
し
た
場
所
へ

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

掛
金
期
間
や
、
五
年
年
金
老
齢
年
金

の
支
給
等
は
、
加
入
年
齢
等
に
よ
っ
て

違
い
ま
す
の
で
、
表
を
ご
ら
ん
く
だ
さ

い
。

年
金
額
は
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
三

万
円
か
ら
九
万
六
千
円
に
引
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
五
年
分
の
掛
金
総
額
は
、
掛

金
の
引
上
げ
を
見
込
ん
で
も
約
五
万
五

千
円
で
四
万
円
商
い
年
金
額
で
あ
る
ほ

か
、
五
年
ご
と
の
改
善
や
、
昭
和
四
十

九
年
度
よ
り
経
済
変
動
に
応
じ
て
年
金

額
を
自
動
的
に
改
定
す
る
方
法
も
と
り

入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
有
利
な
年
金

で
す
。な

お
、
さ
ら
に
く
わ
し
く
知
り
た
い

方
は
、
町
役
場
の
国
民
年
金
係
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

表王一家竺凝

駈沈んさ“森比呂志
爽夕

えた
爽夕

えた澪
つ
け
ぬ
ｒ

毛
の
の

タ
／
“
が

な
め
嵯窪

病
臥
っ

倉
／
や

ー~

勺。
LO竺恩恩

～
察＝

霞
生
相
談
等
に
応
方
の
お
い
で
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

じ
る
こ
と
に
す
。

な
り
ま
し
た
。
県
下
各
警
察
署
で
も
、
◎
こ
ま
っ
て
い
る
と
と

本
年
一
月
か
ら
す
で
に
開
設
し
て
み
な
・
◎
ま
よ
っ
て
い
る
と
と

さ
ん
方
の
相
談
等
に
応
じ
て
好
評
岳
得
◎
な
や
ん
で
い
る
こ
と

て
お
り
ま
す
。

警
察
本
部
住
民
コ
ー
ナ
ー
で
は
五
名
こ
の
ほ
か
ご
意
見
、
要
望
な
ど
が
あ

岬
璋
輌
轟
》
訊
噌
唖
諦
》
》
》
》
癖
準
一
袖
》
銅
》
詑
串
準
峠
や
鋤
醗
調
群
》
函

画
日
和
型
戸
伽
吟

う
て
く
る

〆
功
一

画
同
殉
二
戸
脆
い

う
て
く
る

〆
功
一

生活､交通等「困りごと相談に」

L 曾
魯
軌

盟
競
い

咳
・
し
幸
ク
や
あ
シ

~

肺
ｂ
、
県
警
察
本
等
に
応
じ
て
い
ま
す
。
、
《

猫
部
で
は
、
本
住
民
コ
ー
ナ
ー
で
は
み
な
さ
ん
方
が

察
龍
畷
詣
癌
綴
蠅
識
淫
籠
誇
鯛
恥

警
「
草
の
根
警
ま
す
．

県
瀧
灘
壺
（
叱
膳
釦
餅
毒
餓
彗
鶏
率
零

ト
轆
塞
罐
》
垢
の
問
題
）
、
交
通
問
題
（
交
通
事
故
相

一
て
き
ま
し
た
談
法
令
の
質
疑
、
運
転
免
許
の
受
験
手

タ
が
、
よ
り
一
続
き
な
ど
）
の
ほ
か
警
察
業
務
全
般
に

ス
蠅
沁
識
嘩
瀝
李
州
鐸
叩
塞
嗜
矛
萄
覗
唖
壺
杣
叱
帳
牢

［
口
十
一
月
一
日
立
っ
て
解
決
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま

１
か
ら
警
察
本
す
。

明
穐
穂
握
◎
警
察
本
部
住
民
コ
ー
ナ
‐
は
一
階
の

１
を
開
設
し
、
玄
関
を
入
っ
て
左
側
二
番
目
の
部
屋

み
な
さ
ん
の
で
す
。
日
曜
、
祭
日
を
除
く
毎
日
午
前

要
望
、
願
出
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
（
土
曜
日

苦
情
お
よ
び
は
十
二
時
ま
で
）
執
務
し
、
み
な
さ
ん

り斑あ二を
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稲川栃嘉喜中喜埼出い

木良里良玉分ま
垣倉県瀬市町市県､‐ﾉす

ご
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
九
月
届
出
分
）

松
川
窓
親
（
秀
幸
２
男
）
嘉
瀬

坂
本
幸
仁
（
実
長
男
）
藤
枝

斎
藤
勝
（
良
海
２
男
）
嘉
瀬

三
橘
恵
子
（
辰
夫
長
女
）
嘉
瀬

岩
村
か
お
り
（
実
長
女
）
癌
瀬

斎
藤
麻
子
（
輝
昭
長
女
）
金
木

千
菜
美
由
紀
（
行
雄
長
女
）
嘉
瀬

白
川
純
子
（
亜
治
長
女
）
金
木

大
橋
隆
彦
（
紀
比
古
長
男
）
金
木

沢
田
惣
克
（
忠
治
長
男
）
金
木

吉
田
敏
宮
（
幸
一
長
男
）
金
木

棟
方
幸
子
（
幸
治
２
女
）
婦
瀬

山
中
昌
司
（
武
男
長
男
）
嘉
瀬

秋
元
浩
二
（
進
５
男
）
川
倉

中
村
由
美
（
春
艮
２
女
）
亮
瀬

長
尾
昌
樹
（
久
則
長
男
）
金
木

黒
川
津
久
実
（
幸
二
長
女
）
嘉
瀬

田
中
は
る
か
（
瑞
穂
長
女
）
金
木

沢
田
真
規
子
（
渚
長
女
）
弼
瀬

森
英
祐
（
英
一
長
男
）
金
木

松
川
え
り
か
（
良
一
２
女
）
嘉
瀬

（
嶢
鴫
ノ
噸
蓋
壼
渥
郎
霊
鍔
鑑
玉
縣

（
副
蝿
恵
証
輝
跡
郎
銅
塞
崎
魂

（
輕
銅
卜
垂
睡
鱈
哩
翠
岼
内
諏

蕊
蕊
誰
豊
耀
癖

（
岼
川
諦
嘩
鈍
鏥
圃
翠
録
葉
稗

（
産
噸
華
罎
諏
娠
咽
罎
翠
轆
柏
極

（
相
川
榧
誌
纒
癖
塞
銅
副
繩

（
雌
釧
秀
翻
魂
繩
郎
猩
翠
樗
津
姉

（
紅
確
谷
伊
鐸
嘩
右
諦
門
叫
輻
副
力
地

（
細
部
恵
葬
塞
娠
識
壁
鯉
牌
京
櫛

（
蒔
醒
郁
忍
率
榊
湘
銅
転
緬
柿

（
鋤
恥
蠅
歪
謹
鰄
螂
冨
翠
珪
所
赫

（
皿
繩
帽
蓉
蓉
罫
握
輻
評
題
耐

（
畔
栂
テ
猩
認
罎
師
握
轌
評
里
細

（
電
恥
畑
玲
輌
塞
鰄
率
翠
塞
率
赫

（
率
恥
程
甥
鋤
左
証
門
皿
鋸
副
良
滝

（
卸
認
証
認
証
到
郎
櫃
翠
轄
率
姉

（
蛎
牡
昭
強
蝿
鋤
郎
雨
傘
幟
海
津

（
榊
谷
罐
謎
津
。
長
女
大
阪
市

川
倉

緬
酔
幼
認
鍾
『
長
女
嘉
瀬
金
木

（
端
杣
千
蝿
読
評
藷
感
翠
柵
率
耐

（
獅
班
百
合
鋤
蔀
峠
雄
皿
翠
鑑
田
峨

（
龍
テ
舞
跨
蕊
雌
鎭

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

（
九
月
届
出
分
）

今
武
一
（
腿
才
）
喜
良
市

《

一
空
気
が
乾
い
て
、
冷
た
い
風
が
》

辛
吹
い
て
く
る
と
、
気
管
を
痛
め
て
、
一

一
か
ぜ
・
ぜ
ん
そ
く
を
お
こ
す
人
が
一

》
ふ
え
て
き
ま
す
。
ふ
だ
ん
病
気
ら
一

一
し
い
病
気
を
し
た
こ
と
の
な
い
方
一

岬
は
「
か
ぜ
な
ん
か
…
」
と
思
っ
て
一

一
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
「
か
一

↓
ぜ
は
万
病
の
も
と
」
と
い
う
よ
う
一

一
に
、
か
ぜ
か
ら
は
じ
ま
る
重
い
病
一

一
気
が
多
い
の
で
、
専
門
医
に
診
て
一

一
も
ら
っ
て
正
し
い
指
導
を
受
け
て
一

一
く
だ
さ
い
。

》
ま
た
、
寒
く
な
る
と
、
血
圧
が
一

一
あ
が
る
と
い
う
方
も
多
い
よ
う
で
“

》
す
。
血
圧
は
体
温
と
同
じ
よ
う
に
一

一
権
岬
瞬
唖
評
麺
姻
砿
畢
稲
佳
轆
韮
一

一
て
い
ま
す
か
ら
、
年
齢
に
関
係
な
》

砕
く
、
殿
高
百
十
か
ら
百
五
十
、
最
一

一
低
は
そ
の
三
分
の
一
毒
、
い
ち
お
一

》
う
健
雌
状
態
の
基
準
と
し
て
い
ま
一

一
す
。

》
血
圧
の
高
い
方
は
、
こ
れ
か
ら
一

一
が
一
番
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
－

》
い
季
節
で
す
。
こ
と
に
動
脈
硬
化
一

一
症
の
方
は
と
く
に
用
心
し
て
く
だ
戸

一
さ
い
。
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原
田
茂
（
〃
才
）
藤
枝

楠
美
留
三
郎
（
記
才
）
金
木

山
中
助
広
（
印
才
）
嘉
瀬

角
田
恵
美
子
（
調
才
）
金
木

土
岐
粕
五
郎
（
両
才
）
嘉
瀬

佐
藤
善
吉
（
布
才
）
金
木

角
田
ウ
イ
（
柏
才
）
金
木

工
藤
嘉
之
助
（
巧
才
）
喜
良
市

前
田
勇
悦
（
刺
才
）
神
原

今
喜
代
七
（
開
才
）
喜
良
市

斎
藤
俊
治
（
釦
才
）
蒔
田
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町民の愛煙者に

お願い．／

‐たばこのお買い求めは

地元の販売店より

昭和47年度は金木町にたばこ消費税と

して「1,800万円」が歳入として入り、

道路の改修や学校等の施設の充実に役立

っています。

しかし､本年度も出稼者が多く、このま

まですと「1,920万円」を予定している

消費税が減少して財政を圧迫し、計画さ

れた事業をおくらせることになります。

愛煙者、特に出稼者の方の格別の協力

をお願い申し_上げます。

◆地元のたばこ店に注文しますと、

出稼先にお送りいたします。

（郵送料は無料）

◆市町村の収入となるたばこ消費税は20

本入1個について15円23銭です。

金 木町

金木地区煙草販売促進協蟻会

＝ 一一

一
、
こ
の
共
済
で
お
支
払
い
す
る
の
は

自
動
車
、
モ
ー
タ
ー
バ
イ
ク
、
自

転
車
、
農
耕
用
小
型
特
殊
自
動
車
、

荷
車
な
ど
に
の
っ
て
い
て
衝
突
し
た

り
、
転
落
・
転
理
し
た
り
し
た
事
故
、

ま
た
は
、
歩
行
者
と
こ
れ
ら
の
車
輌

に
よ
る
事
故
や
乗
車
中
に
起
き
た
事

故
に
対
し
て
で
す
。

二
、
お
支
払
い
す
る
見
舞
金
は

日
亡
く
な
ら
れ
た
時
：
…
・
五
○
万
円

ロ
治
擬
日
数
一
八
○
日
以
上

…
…
一
○
万
円

日
治
療
日
数
九
○
日
以
上

一
八
○
日
未
満
…
…
…
五
万
円

四
治
擬
日
数
三
○
日
以
上

九
○
日
未
満
…
…
…
二
万
円

㈲
治
療
日
数
七
日
以
上

交
通
災
害
共
済
へ

加
入
し
ま
し
ょ
う

一
日
一
円
（
年
額
三
五
○
円
）
で

大
き
な
補
償

、

三
○
日
未
満
…
…
…
五
千
円

㈲
治
療
日
数
七
日
未
満
…
…
三
千
円

三
、
見
舞
金
を
も
ら
う
に
は

町
役
場
で
見
舞
金
請
求
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
見
舞
金
請
求
に

は
、
会
員
証
・
交
通
事
故
証
明
紺
（
警

察
で
証
明
し
て
く
れ
ま
す
）
と
医
師

の
診
断
醤
が
必
要
で
す
。

四
、
加
入
申
込
は

青
森
県
交
通
災
害
共
済
組
合
金
木

支
部
役
場
町
民
課
窓
口
で
受
付
け
ま

す
。
申
込
み
と
同
時
に
会
費
を
納
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

五
、
会
賓
（
掛
金
）
・
共
済
期
間
は

一
人
に
つ
き
三
五
○
円
で
、
加
入

し
た
と
き
か
ら
一
年
間
で
す
。
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